
□
本
號
に
は
三
葉
の
繪
畫

を
挿
入
致
候
、
爾
來
隔

月
若
く
は
三
ケ
月
目
に
三
葉
宛
挿
入
致
す
べ
く
、

猶
次
號
に
は
多
少
紙
數

を
増
加
可
致
候

□
次
號
以
下
に
は
『
イ
ー

ス
ト
氏
寫

生
談
』
の
續
稿

山
本
氏
『版
の
な
ぐ
さ
み
』
の
續
稿
、丸
山
氏
の
『緑

の
新
な
る
研
究
』
、
畔
川
氏

の
『
圖
按
法
概
要
』
、戸

張
氏

の
『
コ
ン
ボ
ジ
シ
ヨ
ン
の
話
』
、『
ラ
ス
キ

ン
氏

樹
木
の
研
究
』
、『色
彩
應
用
論
、
寫
生
の
部
』
の
續

稿
、
大
下
氏
の
『
靜
物
寫
生
の
話
』
續
稿
、
並
び
に

『
日
本
の
春
』
及
『
ピ
ー
タ
ー
、デ
、ウ
イ

ン
ト
の
傳
』

『小
笠
原
寫
生

紀
行
』
等
を
引
續

き
掲
出
可
致
候

□
本

年
の
水
彩
畫
夏
期
講
習
會
は
、
第

一
奈

良
、

第

二
日
光
、
第
三
越
後
柏
崎
の
三
ケ
所
の
う
ち
に

て
、會
場
其
他
便
宜
の
よ
き
土
地
に
て
開
催
致
度
、

昨
年
の
如
く
主
力
を
分

つ
こ
と
は
出
席
者
に
充

分

教
導
致
し
難
き
虞
れ
有
之
候
間
、
今
年
は
場
所
は

一
ケ
所
と
し
て

、講
師
と
し
て
丸
山
晩
霞
、大
下
藤

次
郎
両
氏
出
席
可
致
、
若
し
講
習
生
多
數

な
る
と

き
は
講
師
の
數
を
増
す

べ
く
候

□
課
目
は
墨
繪

、
水
彩
畫

、
透
視
畫
法
、
會
期
は

八
月

一
日
よ
り
十
五
日
間
、
會
費
は
記
名
料
金
臺

圓
講
習

料
金
貳
圓
、
本
會
指
定

の
宿
泊
料
は

一
日

金
五
十
錢

以
内
の
豫
定

に
御
座
候
、
但
日
本
水
彩

畫
會
會
友
及
地
方
講
習
生
は
記
名
料
半
額

□
三
ケ
所
の
う
ち
其
何
れ
に
可
相
成
が
未
定
な
れ

ど
、
出
席
希
望
の
方
は
、
遲

く
も
本
月
十
五

日
頃

迄

に
塲
處

を
指
定
し
、
ハ
ガ
キ
を
以

て
假
申
込
を

な
し
置
か
れ
た
く
、
さ
す
れ
ば
規
定
出
來
次
第
御

送
付
可
致
候

□
十
五
日
間

の
時
日
は
僅
少
な
れ
ど
、
其
間
は
殆

と
水
彩
畫
趣
味
世
界

に
生
活
す
る
と
同
樣

に
て
、

直
接
間
接
に
利
益
す
る
こ
と
の
大
な

る
べ
き
は
言

ふ
を
俟
た
ず
、
尚
參
考
品
と
し
て
は
多
數

の
肉
筆

畫
及
版
畫
を
携

ヘ
ゆ
き
展
覽

に
供
す
べ
き
筈

に
御

座
候

□
既

に
御
承
知
の
通
り
、
本
會
開
催
の
夏
期
講
習

會
は
斯
道
普

及

の
た
め
、暑
熱

の
候
、
多
忙
の
身
を

捧
げ
て
開
會
致
候
事
故
、
出
席
者
少
數

に
し
て
收

支
相
償
は
ぬ
や
う
に
て
は
開
會
致
兼
候
故
、
な
る

べ
く
多
數

の
出
席

を
希
望
致
候
。

　
　
　
　
問
に
答
ふ

□
一
　

水
彩
畫

階
梯
の
定
價

及
發
行
所
二
　
繪

ハ

ガ
キ
金
色
夜
又
は

何
處

に
あ
り
や
三
　
大
下
先
生

著

の
書
物
あ
ら
ば
詳
し
く
知
り
た
し
四
　
日
本
水

彩
畫

會
入
會
の
際
の
書
式

(
花
輪
町
ハ
ー
パ
ー
ト

生
)
◎
一
　

定
價

送
料
共
三
十
四
錢
、
本
會

に
て

取
次
す

べ
し
二
　
牛
込

神
樂
坂
盛
文
堂
の
發
行
な

れ
ど
今
は
多
分
品
切
な
ら
ん
三
　
水
彩
畫
階
梯
の

ほ

か
に
著
書
な
し
四
　

入
會
の
趣
旨
さ

へ
明
か
な

れ
ば
よ
ろ
し

い
別
に
書
式
は
な
し
■
日
本
水
彩
畫

會

に
入
學
す

る

に

は
如
何
な
る
學
問
が
入
用
に

ゃ
(
獨
學
希
望
者
)◎
中
學
校
卒
業
程
度
な
ら
よ
ろ

し
け
れ
ど
小
學
校
だ
け
に
て
も
入
學
差
支
な

し
■

會
友
に
し
て
水
彩
畫

研
究
所

ヘ
ゆ
き
親
し
く
批
評

を
乞
は
ん

と
す

る
に
は
何
日
頃
が
都
合
よ
ろ
し
き

や
(吉
田
生
)◎
毎
月
第
四
日
曜
日
に
は
午
前

九
時

よ
り
二
時

間
水
彩
畫
講
話
、
十

一
時
よ
り

一
時
間

透
現
畫
法

講
義
、
午
後

一
時
よ
り

三
時
迄
成
績
品

批
評
、
三
時
よ
り
日
沒

迄
茶
話
會
あ
り
、
會
友
並

び
に
本
誌
讀
者

(
但
都
合

に
よ
り
謝
絶
す
る
こ
と

も
あ
り
)
は
出
席
を
許
す
べ
し
、
但
茶
話
會

に
出

る
人
は
會
費
金
拾
錢

を
要
す

■
太
平
洋
畫
倉
水
彩
畫
評

は
七
月
號
に
出
す
べ
し
。

■
夏
期
講
習
會
の
場
處

は
多
分
奈

良
地
方

な
る
べ

く
、
關
西
美
術
會

の
鹿
子
木
、
都
鳥
諸
氏
も
援
助
せ

ら
る
べ
し
。


